






 ※( )は対前年比増減

観光客数 1,298,149人 （ △4.4％  約59千人の減）

宿泊客数　 232,912人 （ 　0.4％　約 1千人の増）

宿泊客延滞在数 253,864人 （ △0.0％　    37人の減）

日帰り客数 1,044,285人 （ △5.4％　約59千人の減）

観光消費額 　109億1千万円 （  10.5％　約10億４千万円の増）

観光施設入館者数 181,513人 （ 　3.6％　約6千2百人の増）

修学旅行客数 33校 2,468人  (   1.0％　12校減　25人の増）

平戸地区 生月地区 田平地区 大島地区 合　計

917,404人 136,896人 235,912人 7,937人 1,298,149人

(△6.3%) (4.1%) (△1.2%) (1.8%) (△4.4%)

735,532人 132,198人 171,151人 5,404人 1,044,285人

(△8.1%) (4.6%) (0.1%) (1.1%) (△5.4%)

166,150人 4,323人 60,944人 1,495人 232,912人

(2.5%) (1.2%) (△4.5%) (△10.0%) (0.4%)

181,872人 4,698人 64,761人 2,533人 253,864人

(1.8%) (△6.8%) (△4.5%) (3.3%) （△0.0%）

7,804百万 676百万 2,344百万 88百万 10,912百万

(7.8%) (50.9%) (11.0%) (11.4%) (10.5%)

１．令和７年観光客の動向結果

観光客数①＋②

日帰り客数
①

宿泊客数

・１月から３月期においては、「ひらめまつり」が前年を上回る賑わいを見せたものの、日帰り
客数及び宿泊客数はともに前年同期を下回った。

・４月から６月期においては、福岡・佐賀方面からの団体旅行客の減少により、日帰り客数及び
宿泊客数はともに前年同期を下回った。

・７月から９月期においては、７月に開催した「鄭成功ランタンナイト」が好評を博し、多くの
来場者を集めた。一方で、前年の鄭成功生誕400周年記念事業及び関連イベントの反動や、福岡・
佐賀方面からの団体旅行客の減少により、日帰り客数が前年同期を下回った。

・10月から12月期においては、国民文化祭や平戸ナイトミュージアム、平戸ＩＣ開通記念イベン
トなど各種イベントの開催効果により、日帰り客数及び宿泊客数はともに前年同期を上回った。

宿泊客延滞在数
②

観光消費額

【動向結果のあらまし】
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【総 括】 

 

令和７年の平戸市の観光客数は 129万８千人となり、前年と比較して約５万９千人（4.4％）

減少した。内訳として、日帰り観光客数は 104万４千人で前年より約５万９千人（5.4％）減少

した一方、宿泊客数は 23万２千人で前年より約１千人（0.4％）増加した。また、観光消費額は

109億１千万円となり、前年より約 10億４千万円（10.5％）増加した。 

観光客数及び日帰り観光客数の減少については、物価高騰による旅行需要の抑制に加え、団体

旅行客の減少が主な要因と考えられる。一方で、宿泊客数は前年を上回り、観光消費額も増加し

ていることから、観光客一人当たりの消費単価の向上が見られる結果となった。 

修学旅行については、受入校数 33校、実人数 2,468人となり、前年と比較して 25人（1.0％）

増加した。内訳としてはホテル宿泊の受入校数は 14校と前年同数であったものの、実人数は

1,880人となり、前年より 176人（10.3％）増加した。一方、体験民泊修学旅行については、受

入校数 19校、実人数が 588人となり、受入体制の弱体化などの影響により、前年と比較して受

入校数が 12校、実人数 151人減少した。外国人宿泊客については、令和７年の全国の訪日外国

人旅行者数が約 4,200万人と過去最高を更新する中、本市においても外国人宿泊者数は 11,506

人となり、前年より 704人（6.5％）増加した。特に韓国人旅行者は 8,583人で前年比 1,103人

（14.7％）増加したほか、欧米豪旅行者についても 537人で前年比 137人（34.3％）増加するな

ど、インバウンド需要は堅調に推移している。観光施設入場者数については 181,513人となり、

前年より 6,242人（3.6％）増加した。主な要因として、生月島の館、田平天主堂、春日集落案

内所「かたりな」、平戸オランダ商館などのキリスト教関連遺産や歴史文化施設の利用者増加が

挙げられる。鄭成功記念館については、前年の鄭成功生誕 400周年記念事業等による大幅な増加

の反動により減少したものの、近年では過去２番目となる入館者数を記録しており、観光施設全

体としては増加傾向にある。 

令和７年は観光客数全体では減少となったものの、宿泊客数、観光消費額、外国人宿泊者数及

び観光施設入場者数はいずれも増加しており、本市観光の質的向上が進んでいる状況にある。旅

行形態が団体旅行から個人旅行へと移行する中、地方への観光誘導の重要性は一層高まっている。

本市においては、「アドベンチャーツーリズム」、「ナイトミュージアム」、「アルベルゴ・デ

ィフーゾタウン」、などの特色ある観光コンテンツを活用しながら、地域ＤＭＯである平戸観光

協会を中心に、「地域の魅力創出」、「観光ＤＸの推進」、「受入体制の整備」を柱として、観

光客のニーズや満足度、消費動向等の把握に努め、データに基づく戦略的な観光施策を展開して

いる。今後も観光客数の増加のみならず、宿泊客数や観光消費額、観光客満足度の向上を図りな

がら、持続可能な観光地づくりを推進していく。 

 

【令和７年度の主な事業】 

ＤＭＯ推進事業・アドベンチャーツーリズム事業・ナイトミュージアム事業・わくわくドキド

キ子どもジョブチャレンジ事業・アルベルゴ・ディフーゾタウン推進事業・観光コンテンツ造

成事業・西九自動車道平戸ＩＣ開通誘客事業・インバウンド向け旅行商品化促進事業 
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